山行実施報告書

平成　28年　6月　17日

	行き先
	鬼怒沼(2,020ｍ)、鬼怒沼山(2,141m)
　　　　　　　　　　所在地：栃木県日光市（栗山村）と群馬県片品村の県境

	実施日／

天候
	平成28年　6月15日（水）～　6月16日（木）｛1泊2日｝天候：15日曇りのち晴れ、16日曇りのち雨

	参加者

（氏名）
	合計　7名　

	コースタイム
	6/15(水)：
浅草＝＝＝＝鬼怒川温泉駅＝＝＝＝女夫淵温泉――――八丁の湯――――日光沢温泉(泊)

7：10　　　　　　　9：31/10：15　　　　　　11：50/12：05　　　　13：32/13：40　　　　　14：00

6/16(木)：

日光沢温泉――――オロオソロシの滝――――鬼怒沼湿原南端――――巡視小屋――――

5：30　　　　　　　　　　　6：20　　　　　　　　　　　　　　7：50/8：05　　　　　　　　　8：20

鬼怒沼山―――巡視小屋―――鬼怒沼湿原南端―――日光沢温泉―――八丁の湯（昼食・入浴）――
9：00/9：05　　　　　9：35　　　　　　　9：50/10：00　　　　　　　　11：45　　　　　　　12：05/14：20
女夫淵温泉＝＝＝＝鬼怒川温泉＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝浅草

15:00/15:25      17:00/17:15　(特急きぬ136号)　19:25　

凡例　　＝＝＝交通機関利用　　　―――徒歩

	費　用
	1 交通費：電車賃(浅草⇔鬼怒川温泉)3,086円/人、特急券(夜割)；1,030円/人
　　　　　　　　バス（鬼怒川温泉⇔女夫淵温泉）：3,080円/人
2 宿泊費：9.070円/人（1泊2食＋酒＋入浴税込み）
3 入浴・昼食・送迎料（日帰り入浴パック）；　3,000円/人　＋酒・ビール:990円/人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　20.256円/人

	所感ほか
	1 幸運にも天候に恵まれ2日間の山行中には本格的な雨に遭遇することもなく、梅雨の切れ間の山行を楽しむことができた。初日は女夫淵温泉から日光澤温泉までのハイキングは新緑のあいまから青空や日光を浴びながら心地良い汗をかいた。
2 鬼怒沼湿原はワタスゲの群生と点在する池塘の素晴らしいコンビネーションを楽しんだ。また、小さなタテヤマリンドウ、ヒメシャクナゲ、コイワカガミなどの高山植物も今を盛りに咲き誇っていた。鬼怒沼湿原は思ったほど大きくはなかったが、南方向には日光連山の日光白根山？、北西方向には燧ヶ岳を望むことができ、梅雨時の思わぬ好天に感謝感謝であった。
3 鬼怒沼湿原の北端には巡視小屋があり、そこから鬼怒沼山山頂まで片道25分程度とみていたが2倍以上の時間がかかり工程上誤算であった。また山頂がクマザサと木々に覆われ、展望は無かったので雨なら登る価値無しと感じた。
4 日光澤温泉、八丁湯共に種々の源泉、24時間入浴可能であり、疲れを癒すには素晴らしい温泉であった。また、日光澤温泉では登山に不要な荷物を預かってくれるし、登山靴を履いたまま受け取れるのでとても重宝する。

	一口アドバイス
	1 八丁湯の「日帰り入浴パック」は入浴／昼食（そば、うどん又はカレーライスの一品＋3種類の小鉢付）／送迎のセットが3000円/人。
（3人以下なら3500円/人となる）

特に送迎は雨の日には非常に助かる。
2 巡視小屋から鬼怒沼山山頂まで25分となっていたが約2倍（50分）かかるので計画は標準タイムよりかなり余裕を見ること。

	情報入手先電話番号等

	
	
	交通機関：東武鉄道ホームぺージ参照
宿泊場所；日光澤温泉；0288-96-0316
　　　　　八丁湯：0288-96-0306
観光案内所

ガイドブック

地形図名　等


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。

